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第76日　山嶺郵糠大会

後機　上霊静チーム
76回目となる町別野球大会が、8月の毎週日曜日に

29チームの参加により開催されました。

撃望雪空撃の†撃と、8－雪り早目の撃鷹ノ巣6里富
勝を目指す古豪桂町との対戦となりました。試合は、序

盤に1点ずつを取り合い、その後は無得点が続く緊迫し

た投手戦となりました。最終回に上夏狩の藤江選手がサ

ヨナラヒットを打ち、劇的な優勝を飾りました。

好試合が多かった今大会、選手以外にも自治会、家族、

地域の方々の熱の入った応援が、大会をいっそう盛り上

げてくれました。

最優秀選手賞　藤江和也（上夏持）

打撃賞　　　　池谷修身（上真狩）

敢闘賞　　　　望月　鑓（横町）
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力
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催
　
地
域
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流
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ー

概
　
要
「
自
然
の
力
」
（
土
・
水
・
風
・
森
・
木
）
を

活
用
し
た
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
・
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
、
各
地
の
先
進
的
な
実
例

と
経
験
を
紹
介
し
、
現
場
経
験
豊
富
な
講
師

陣
が
受
講
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
具
体
的
な

展
望
を
拓
い
て
い
き
ま
す
。
「
ま
ち
づ
く
り
」

や
「
環
境
づ
く
り
」
に
携
わ
る
自
治
体
職
員
、

N
P
O
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
ま
た
教
職

員
の
皆
さ
ん
に
も
受
講
を
お
薦
め
し
ま
す
。

「
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暖
化
『
一
村
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品
』
大
作
戦
」

全
国
大
会
金
賞
受
賞
（
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2
月
）
の
都
留
市
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然
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力
〟
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」
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メ
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発
信
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ま
す
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き
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す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


